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近年、情報通信技術（Information Communication Technology: ICT）の進歩は目覚まし

く、日本においても急速に普及している。総務省（2013）によると、2012 年末の「携帯電話・

PHS」（スマートフォンを含む）及び「パソコン」の普及率はそれぞれ 94.5％、75.8％であり、

インターネット利用の人口普及率は 79.5％となり、6割以上の人が「毎日少なくとも 1回以上」

利用しているのが現状である。また、42.9％の人が SNS、ブログ、Twitter、ネット上の掲示

板などのソーシャルメディアを利用しており、若年層ほど利用率が高く、複数利用者が多く

なっている（総務省、2011）。つまり、若年層を中心に対面を必要としないソーシャルメディ

アを介したコミュニケーションが増加し、重要な位置を占めていると言える。ソーシャルメ

ディアは「人と人とを結びつけ、そのきずなを再生、形成し、（中略）実社会に対してプラス

の影響を与えることが期待され」（総務省、2011）、調査結果からも様々な人との交流が増えた

り、人と人との協働を媒介し、諸問題の解決につながるなどのプラスの影響を与えていること

が示されている（総務省、2011）。しかし、一方で様々な新たな脅威も広まりつつある。ソー

シャルメディアを介したコミュニケーションは、対面でのコミュニケーションとは異なる特徴

を持つことが指摘されている（大坊、2002）。コンピューターを介したコミュニケーション

（computer-mediated communication：以下CMC）には攻撃的な言動が生起しやすいという

特徴があり（佐藤・日比野・吉田、2010；佐藤・吉田、2008）、新しい攻撃手段としてそのよ

うな媒体が用いられつつある。 

 ICT を用いた問題行為の一つにCyberstalking がある。Southworth, Finn, Dawson, Frasser 

& Tucker（2007）は先行研究を概観し、Cyberstalking は「電子メールやその他のコンピュー

ターを用いたコミュニケーションを介した、繰り返される恐怖や嫌がらせであり、被害者の安

全を脅かし悩ませる行為」としている。また、Lyndon, Bonds-Raacke & Cratty（2011）は

特にFacebook上での元交際相手からのつきまとい行為に焦点を当てて調査している。彼らは、
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つきまとい行為として、より消極的で、あいまいなやり方で元交際相手に関する写真を調べた

り、コメントを投稿したりする“ ひそかな挑発行為（covert provocation）”、意図的に公の場

で傷つけようとする“ 公のハラスメント（public harassment）”、元交際相手やその新しい交

際相手を挑発する“ 挑発行為（Venting）”の3タイプの行為を見出している。さらに、Finn(2004)

は問題となる ICTの使用として、「繰り返し、怖がらせたり、侮辱したり、傷つけるようなメッ

セージを送る」、「相手のメール等のアカウントをチェックする」、「何度も相手の携帯に電話

する」、「執拗にテキストメッセージを送る」、「相手の行動を監視するために相手の SNS を

チェックする」、「GPS 機能等を用いて相手の居場所を監視する」、「ウェブカメラを用いて相

手の行動を監視する」、「スパイウェアを用いて相手のパソコンを監視する」、「相手のアカウ

ントのパスワードを知らせるよう強要する」などとしている。つまり、Cyberstalking とは主

に「相手を傷つけたり、怖がらせるようなメッセージの送信およびインターネット上に載せる

行為」、「執拗に携帯電話をかけてきたりメッセージを送ってきたりする行為」、「相手の言動

を監視する行為」を行うことといえる。ICT などの技術の発展に伴い、相手を怖がらせたり、

付きまとったり、監視したり、コントロールするために容易に ICTが用いられるようになって

きていることが指摘されている（Southworth et al., 2007）。さらに、ストーキング加害者は

被害者の配偶者・交際相手や元配偶者・元交際相手である場合が多く（Bjerregaard, 2000; 

Tjaden & Thoennes, 2000; Tjaden & Thoennes,1998）、そうでない場合に比べてより危険性

が高いという指摘もある（Palarea, Zona, Lane & Langhinrichsen-Rohling, 1999）。日本に

おいても、警察庁（2014）によると加害者の 6割が配偶者や交際相手（元交際相手も含む）で

あることが示されている。同様に、Cyberstalking においても元交際相手からなされる場合が

多い（Alexy, Burgess, Baker & Smoyak, 2005）。 

同じく ICT を用いた行為で、近年、深刻化している問題に“ ネットいじめ” がある。“ ネッ

トいじめ” は場所や時間を問わず行うことができることが特徴の一つであり、そのため持続的

ないじめ行為がもたらす影響は深刻であるとされている（Tokunaga, 2010））。さらに、加害

側は被害者の情緒的な反応を直接見ることができないため、自身の行った行為が相手にどのよ

うに受け取られ、どのような影響を与えたのかを知ることができないという特徴を持ち

（Kowalski & Limber, 2007）、従来の対面でのいじめに比べてネットいじめはあまり深刻にと

らえられておらず、現実味が乏しいのではないかという指摘もある（Pornari & Wood, 2010）。

同様のことは、Cyberstalking においても当てはまり、自身の行為を重大なものとはとらえず

に、軽い気持ちで安易に行動に移されてしまう危険が高いと考えられる。つまり、自分でも知

らないうちに Cyberstalking の加害者となってしまっているということも起こりうるのである。
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時には、自身の行動を振り返ったり、される側がどのように感じるのかを想像してみたり（そ

の場合には行為を行う人が自分よりも筋力や体型などで強い人の場合、自分よりも立場的に上

の人であった場合はどうだろうと想像してみることも必要かもしれない）、自身の行為につい

て周りの人に意見を求めたりする機会を作ることも重要である。このようにして、ICT の利点

を生かしたより良いコミュニケーションを目指していきたいものである。 
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